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はじめに 
 
皮膚上には表皮ブドウ球菌など多くの常在菌

が存在するため、血液培養時にはこれら皮膚

常在菌による汚染によって偽陽性を示す場合

があります。血液培養時に偽陽性を示すこと

で不適切な抗菌薬による治療、入院期間の延

長および医療費増大などの問題を生じること

が指摘されています。そのため血液培養時に

は厳密な皮膚消毒が必要になります。今回は

血液培養時の皮膚消毒に使用する消毒薬の

選択について述べます。 
 
血液培養時の皮膚消毒について 
 
血液培養時の皮膚消毒に使用される消毒薬と

してはポビドンヨード製剤、ヨードチンキ、クロ

ルヘキシジン製剤やアルコール製剤などが使

用されています。これらの消毒薬を使用した場

合の血液培養時の汚染率を比較評価している

多くの報告があります（表）。 
ヨードチンキは10％ポビドンヨードと比較して

有意に血液培養時の汚染率が低いと評価さ

れている2つの報告1)2)がある一方で、両者の

消毒薬に有意差はなかった報告3)もあります。

また、クロルヘキシジンアルコールと10％ポビ

ドンヨードの比較においてはクロルヘキシジン

アルコールの方が有意に血液培養時の汚染

率が低いと評価された2つの報告4)5)がありま

す。クロルヘキシジンアルコールとヨードチン

キの比較では、2つの報告において両者に有

意差は認められなかったと評価されています

6)7)。70％イソプロパノールやポビドンヨードア

ルコールを使用した研究3)では、これら2つの

消毒薬に加えて10％ポビドンヨードおよびヨー

ドチンキについて血液培養時の汚染率を比較

したところ、4つの消毒薬に有意差は認められ

なかったと評価されています。 
 
各種ガイドラインおよび文献レビューなどによ

る評価 
 
Malaniらによる4つの研究2)3)4)6)の文献レビ

ュー評価8)として、血液培養時の汚染を予防

するための消毒薬について明確なエビデンス

は見出せなかったが、パッケージ化された皮

膚消毒薬キットおよびアルコール含有の消毒

薬の使用が有益である可能性があると結論づ

けています。 
CUMITECH血液培養検査ガイドライン＊9)で
は既知のデータからヨードチンキ製剤とクロル

ヘキシジン製剤はほぼ同等の効果があり、そ

して、どちらもポビドンヨード製剤より効果的に

汚染率を下げることができる可能性が示唆さ

れていると述べられています。 
米国感染症学会（Infectious Diseases 
Society of America：IDSA）のガイドライン10)
では血液培養時の皮膚消毒にポビドンヨード

よりもアルコール、ヨードチンキまたは0.5％を

超える（＞0.5％）クロルヘキシジンを配合した

アルコール製剤の使用を推奨しています。こ

れらの消毒薬はポビドンヨードより適切な皮膚

への接触時間・乾燥時間を担保でき、血液培

養時の汚染を軽減することが認められると述

べられています。 
英国保健省(Department of health；DH)が公

表している英国版のケア・バンドルにおいては

血液培養時の皮膚消毒に2％クロルヘキシジ

ン70％イソプロパノールの使用を推奨していま
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＊CUMITECH とは Cumulative Techniques 
and Procedures in Clinical Microbiology（臨

床微生物学的検査における技術と手順の蓄

積）にちなんで名付けられた米国微生物学会

出版部の刊行する技術叢書のこと 9)。 
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す。11) 
 
おわりに 
 
血液培養時の皮膚消毒に使用する消毒薬に

ついてはメタアナリシスなどで、どの消毒薬が

最も汚染率が低いのか結論は付けられていま

せん。しかしながらアルコールを含有する製剤

が 10％ポビドンヨードに比べて汚染率が低い

ことがいくつかの研究で明らかになっています。 
現在のところ様々な消毒薬が血液培養時の皮

膚消毒に使用可能ですが、何れの消毒薬を使

用する場合でも十分な接触時間を担保するな

ど適切な方法によって消毒することが必要に

なります。 
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表．血液培養時の皮膚消毒における各種消毒薬の汚染率の比較 
報告者（報告年） 使用消毒薬 汚染率 統計解析 

10％ポビドンヨード 259/4,139（6.25％） Strand CL et al. 
（1993）

1) ヨードチンキ 162/4,328（3.74％） 
p<0.00001 

10％ポビドンヨード 74/1,947（3.8％） Little JR et al. 
（1999）

2) ヨードチンキ 46/1,904（2.4％） 
オッズ比：1.6（95％CI：

1.1-2.4）、p=0.01 
0.5％クロルヘキシジンアルコール 14/1,019（1.4％） Mimoz et al. 

（1999）
4) 10％ポビドンヨード 34/1,022（3.3％） 

オッズ比：0.40（95％CI：
0.21-0.75）、p=0.004 

10％ポビドンヨード 99/3,378（2.93％） 
ヨードチンキ 81/3,138（2.58％） 
70％イソプロパノール 78/3,125（2.50％） 

Calfee DP et al. 
（2002）

3) 
ポビドンヨードアルコール 75/3,051（2.46％） 

p=0.62 

2％クロルヘキシジンアルコール 1/215（0.5％） Trautner BW et al. 
（2002）

6) ヨードチンキ 3/215（1.4％） 
p=0.62 

2％クロルヘキシジンアルコール 186/5,936（3.13％） Barenfanger J et al. 
（2004）

7) ヨードチンキ 158/5,802（2.72％） 
p=0.188 

2％クロルヘキシジンアルコール 34/1,068（3.2％） Suwanpimolkul G et al.
（2008）

5) 10％ポビドンヨード液 74/1,078（6.9％） 
オッズ比：0.45（95％CI：

0.30-0.68）、p<0.001 


